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１．研究の背景

　生きる力を育むことは，知識基盤社会といわ

れるこれからの社会やグローバル化がますます

激しくなる時代においても重要視されている。

改めて，時代を超えて変わらない，調和のとれ

た人間形成の必要性が強調されたといえる。そ

の中でも，「豊かな人間性」は，生きる力にお

ける重要な要素であり，そのような豊かな人

間性をもった人を育成することが求められてい

る。それは，これからの変化の激しい社会にお

いて，人と協調しつつ自律的に社会生活を送る

ことができるようになるために必要な要素であ

るからである。「豊かな人間性」は，美しいも

のや自然に感動する心などの柔らかな感性，正

義感や公正さを重んじる心，生命を大切にし，

人権を尊重する心などの基本的な倫理観，他人

を思いやる心や社会貢献の精神，自立心，自己

抑制力，責任感，他者との共生や異なるものへ

の寛容などの感性及び道徳的価値を大切にする

心であると学習指導要領解説に定義付けられて

いる。

　このような豊かな心を育成し，基盤となる道

徳性を養うのが道徳教育である。学校の教育活

動全体を通じて行われる道徳教育は，これから

の社会に重要視される道徳性を育む上で，大切

な役割を担っている。そして，道徳教育の「要

の時間」として位置付けられている道徳の時間

は，道徳性を育成する上で，重要な存在である。

それは，道徳の時間において，教育活動全体で

行われている道徳教育が調和的に生かされ，計

画的，発展的な指導により，子どもたちの道徳

性は一層豊かに育まれていくからである（図

１）。

　そのような道徳の時間は，「教育活動全体で

学習した道徳的価値を自分のものとしてとら

え，発展させていこうとする子ども」「将来，

出会うであろう様々な場面，状況において，道

徳的価値を実現するための適切な行為を主体的

に選択し，実践することができるような子ども」

を育む時間であると私たちは考える。私たちが

育んでいきたい子どもは，「人としてよりよく

生きようとする子ども」とも言える。なぜなら，

人間は本来，「人としてよりよく生きたい」と

いう願いをもっている存在であり，上に述べた

子どもの姿は，まさに，その願いを実現させる

ために必要となる態度や資質・能力を備えてい
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ると考えるからである。人としてよりよく生き

たいと願う子どもは，豊かな人間性をもち，こ

れからの社会において，人と協調しつつ，自律

的に社会生活を送り続けることができるように

なると考える。

　そのような考えのもと，豊かな人間性を育成

していくという立場から，本校のこれまでの子

どもの様子を全体的な視点で見た時，さらに充

実させたり，高めさせたりする必要があること

が明らかになり，その要因を道徳教育や道徳の

時間における姿で分析してみた（表１）。

　要因から，本校の子どもたちの豊かな人間性

の基盤となる道徳性を十分に育てていくため

に，教師の指導を改善したり充実したりする必

要があるのではないかという考えに至った。つ

まり，子どもたちの道徳性を育むために，道徳

教育の要である道徳の時間の指導について，新

たな視点を加えて見つめ直し，要因の解決とな

るものを見出すとともに，これからの道徳授業

の在り方を創造していく必要があると考えた。

そして，そのことを踏まえた学習指導が計画的，

発展的に行われることによって，目指す子ども

の姿が表出されていくこととなり，道徳性が着

実に育まれていくのではないかと考えた。さら

に，そのことが，豊かな人間性を育んでいくこ

とにつながり，これからの変化の激しい社会に

改めて必要とされる，生きる力を育んでいくこ

ととなると考えた。

２．研究の方向

　前述した子どもたちの姿の要因を解決してい

くために，道徳性はどのように発達していき，

どのような点に留意して育成していくかを改め

て考えなければならない。

　人間は，人間が生まれてきた時から道徳性を

身に付けているのではなく，その萌芽をもって

生まれてくる。社会における様々な体験を通し

て開花し，それぞれが固有のものを形成してい

く。そのように形成されていく道徳性をよりよ

く育むためには，人間が生まれながらにもって

いる，よりよく生きたいという力を引きだして

いくことが大切である。その際には，道徳性は

様々な体験を通して開花していくという考えか

ら，体験の中でのかかわりを豊かにしていくこ

とや道徳的価値に対して，自分の生き方の指針

として捉えるために，道徳的価値への自覚を深

めていくことが必要である。

　つまり，道徳性を育む道徳教育の要である道

徳の時間は，これまでの自分の生き方を道徳的

価値に照らし合わせながら思考させることで，

子どもたちにとって，道徳的価値が自分にとっ

て意味のあるものであり，それを大切にしなが

ら，これからの自分の生き方を豊かなものにし

続けたいと思わせるものでなければならないと

図２　目指す子どもの姿が育まれている様相
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考える。

上記のことを踏まえ，道徳の時間を充実・改善

していく観点として，「よりよく生きる力を引

き出すこと」「かかわりを豊かにすること」「道

徳的価値の自覚を深めること」の３つを設定し

ていくことにする。この３つの観点が相互に作

用した道徳の時間によって，子どもたちは，こ

れまでの様々なかかわりの中で見つめてきた道

徳的価値を自分のものとして捉え，自分の生き

方をよりよくし，豊かなものにしていこうとす

るであろうと考える（図２）。そして，充実・

改善された道徳の時間を計画的，発展的に指導

していくことで，子どもたちは，豊かな自分の

生き方を追究し続けるような力をもち，人とし

てよりよく生きようとする子どもの姿へと近づ

いていくものと考える。

　そこで本研究では，道徳の時間の充実・改善

の３つの観点を，さらに実際の授業レベルで具

体化することで，道徳の時間を充実・改善して

いく必要な力や態度を明らかにしていく。そし

て，それらが表出された道徳授業はどのような

ものかを意図的・計画的に位置付けると共に，

学習内容の設定や指導方法の考え方を見出し，

具体化していく。

３．研究内容

3.1. 豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道徳

授業の考え方

⑴　道徳の時間を充実・改善するために必要と

なる力や態度

　豊かな自分の生き方を追究し続ける力を育

てるためには，道徳の時間の充実・改善の３

つの観点をどのように道徳授業に具現化し，

実際の指導に生かしていくかが大切である。

そのために，それぞれの様相とその際の教師

の重要なかかわりを分析し，道徳の時間を充

実・改善するために必要となる７つの力や態

度を見出した。さらに，見出した力や態度を

実際の道徳授業で表出したり発揮したりした

子どもの姿について明らかにした（表２）。

⑵　豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道

徳授業とは

　これまで本校では，「よりよい生き方を目

指す意欲・態度」，「自己の見つめ方，自己へ

の問いかけ方」，「生き方を支える知識・理解」

を道徳の時間における学力の 3 要素とおき，

それらを相互に関連させながら高めること

で，道徳的実践力を高めようとしてきた。表

２で明らかにした子どもの姿も，十分ではな

かったものの，これまでの授業実践の中でも

見取ることのできた姿である。そのことより，

今回見出した力や態度は，本来子どもがもっ
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ているもので，それを発揮させながら学習し

ているものと考える。故に，道徳の時間にお

ける学力の３要素が高まっていく際に，発揮

される力や態度であると考える。よりよい生

き方を目指す意欲・態度は，主に「他者・社会・

自然とのつながりを尊重する態度（尊重）」「進

んで参加しようとする態度（参加）」「他者と

協力しようとする態度（協力）」を学習の際

に意図的に表出させたり，発揮させたりする

ことによって高めていくことができると考え

る。また，生き方を支える知識・理解と自己

への見つめ方・問いかけ方は，主に「考えを

吟味する力（吟味）」「見通しをもって考える

力（見通し）」「道徳的価値への見方等につい

て，多面的，総合的に考える力（多面・総合）」

「コミュニケーションを行う力（コミュニケー

ション）」を意図的に発揮させることで，互

いにかかわり合って高めていくことができる

と考える。

　そこで，道徳授業の中で，これらの力や態

度をどのように発揮させるかに焦点をあて，

道徳の時間を充実・改善させることで，道徳

の時間における学力の３要素の高まりがより

充実してくると考える（図３）。そのことに

よって，豊かな自分の生き方を追究し続ける

力が高まり，人としてよりよく生きようとす

る子どもが育まれることにつながると考え

た。つまり，豊かな自分の生き方を追究し続

ける力を育成する道徳授業とは，子ども自ら

が道徳的価値と自分の生き方とのかかわりを

多面的・総合的にとらえ，自分との様々なつ

ながりを尊重していこうとしながら，道徳的

価値について理解することを通して，道徳的

価値の自覚を深めることができる授業である

と考えた。

3.2. 豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道徳

授業の具体化

　豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道

徳の授業を行う上で，どのような要素がその

授業に含まれるべきかを整理した（表３）。

　これまでの本校の道徳授業を振り返ると，

４つの要素を取り入れて授業を行ってきてい

る。全学年の指導において道徳的価値につい

て，人間理解という立場から，道徳的価値

についてのよさ（①），心の弱さや心の葛藤

を乗り越えるための心構えを明らかにして

（②），学習指導を中心に行い，道徳的価値と

自分の生活とのつながりを追究させながら

（④），課題を連続発展させていくようにして

きた（③）。つまり，これまでは，心の葛藤

を乗り越える喜びや楽しさを味わう授業（以

下，心の葛藤を乗り越える道徳授業）を中心

的に行ってきた。しかし，先に述べた子ども

の姿の要因である，道徳的価値について一面

的，短絡的に捉え，道徳的価値について自分

の生活とのかかわりを実感することが不十分

であることが明らかになったことから，これ
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までの道徳授業の考え方を充実・改善させる

ことが必要であると考える。

　そのためには，これまでの道徳授業に加え，

道徳的価値そのものについてどのようなよさ

があり，なぜ大切だと考えられているかを重

点にして追究していく（①）授業も必要では

ないかと考えた。追究の際は，道徳的価値が，

自分の生活の中でどのように生かされてきた

か，これまでどのようなものと捉えてきたか

追究していくこと，つまり道徳的価値と自分

の生活とのつながりを追究していくこと（④）

が必要となってくると考える。　　　　　　

　そこで，これまでの心の葛藤を乗り越える

道徳授業に加え，よりよく生きていく指標と

なる道徳的価値について，その意味や自分の

生活にどのようなよさ（意義）があるかを追

究していく道徳的価値の理解に重点を置いた

道徳授業を行うことで，道徳の時間の充実・

改善に必要な力や態度が発揮され，学習の３

要素が相互に高まり，豊かな自分の生き方

を追究し続ける力が育成されていくと考えた

（図４）。以下に，心の葛藤を乗り越える道徳

授業と道徳的価値理解に重点を置いた道徳授

業の基本的な進め方を示す（図５）。

図５　心の葛藤を乗り越える道徳授業と道徳的価値理解に重点を置いた道徳授業の基本的な進め方

図４　道徳的価値理解に重点を置いた道徳授業とこれまでの授業との関係
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3.3. 豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道徳

学習指導

⑴　豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道

徳学習内容設定における基本的な考え

　学習内容については，子どもたちにとって

よりよい生き方を考える上で価値のあるもの

ではなくてはならない。それは，学ぶ必要性

を子どもたちが感じ，多様な道徳的価値観が

表出される内容であることが重要である。さ

らに，多様な道徳的価値観に触れながら，子

どもたちが自分の中の課題解決につなげてい

けるような内容が求められる。これらのこと

を踏まえて学習内容を設定するためには，道

徳授業における学びが連続・発展し続けるも

のであり，６年間のつながりを見越したもの

でなくてはならない。

　そのために，まず，子どもの道徳的心情の

発達や道徳的価値を認識できる能力の程度や

社会認識の広がりなどを考慮して学習指導要

領で示された，低・中・高学年の指導内容に

ついて，指導上で特に留意することを洗い出

し，指導内容の要素として位置付ける。次に，

その要素と各学年の実態の傾向を踏まえた上

で，人間のもつ二面性に着目して人間理解を

深めるという立場から，望ましい生き方を支

える見方・考え方・感じ方（意義・心構え），

望ましい生き方を阻む心の弱さといった面か

ら，指導内容について分析を行う。そして，

実際の指導で中心的に扱う資料に含まれる道

徳的価値の分析結果や，関連する教育活動及

び発展性を考慮して，重点的に扱う内容を位

置付けた上で，心の葛藤を乗り越える楽しさ

や喜びを味わう道徳授業，道徳的価値理解に

重点を置いた道徳授業のいずれかの学習内容

として設定し，計画的・発展的な指導ができ

るようにする（図６）。　　

　６年間のつながりを明確にした学習内容を

設定することにより，授業中の子どもの思考

過程・様相をより具体的に捉えることができ

る。それによって，教師の具体的な働きかけ

が，より効果的なものとなる。さらには，子

どもたちの表出した道徳的価値観を教師がど

のように見取り，その場で具体的な働きかけ

を行うことが可能となる。つまり，指導と評

価を一体とした学習指導も充実していくと考

える。　

図６　６年間のつながりを明確にした学習内容設定の流れ
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⑵　豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道

徳学習内容設定の実際

　ここでは，誠実・明朗にかかわる内容につ

いて述べていく。この内容については，道徳

教育推進上の基本的配慮事項として学習指導

要領で示されている「人としてしてはならな
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いこと」の内容であり，低学年段階からの発

展的指導が求められている。また，他の指導

内容の素地的要素となるような関連性も強い

内容であると捉え，本校においても重視して

指導しているものである（表４）。

⑶　豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道

徳学習指導方法の基本的な考え

　これまでに設定した学習内容をよりよく学

び取らせるためには，子どもたちが自分の生

活と関係付けて学び取る必要がある。そこで，

学習内容設定の要件を踏まえて，多様な道徳

的価値観を表出させたり，授業の中で追究し

たことを自らの生活の中で生かせたりする活

動や学び合いの必要性や自分自身の変容を感

図７　教師の具体的な働きかけまでの流れ
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じさせるための活動を行う必要があると考え

た。その際，教師は，子ども達に道徳の時間

を充実・改善するための力や態度をどのよう

に発揮させながら思考させていくのかを明確

にし，そのための具体的な手立てを講じてい

く必要がある。以下に学習内容を受けて，教

師がどのような手立てを講じていくかを明確

にするまでの流れを示す（図７）。

⑷　豊かな生き方を追究し続ける力を育てる道

徳学習指導方法の具体

　本研究では，発問によって表出される道徳

的価値観を基にした見方・考え方・感じ方に

多様性があり，その後の日常生活においても，

生かしていくことができるようにした。その

際には，見通し，多面・総合，吟味，コミュ

ニケーションといった力を発揮することを留

図８　発問の実際
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意していく。今回，新たに発問設定の視点と

して，「子どもたちの多様な道徳的価値観が

表出する発問」「子どもたちが日常生活の中

で自問自答できる発問」を見出した。

多様な道徳的価値観を表出させる発問では，

順位や共通性を問う内容を主に設定する。そ

れによって生じた道徳的価値観に対する見

方・考え方・感じ方をもとにして，比較・関

係付けを行いながらねらいに迫るようにす

る。また，日常生活の中で自問自答できる発

問では，道徳の時間の中で自分自身に問いた

ことを日常生活と比較・関係付けを行いなが

ら，道徳的実践を行う際に改めて自分自身に

問いかける力となるようにする（図８）。

４．研究のまとめ

4.1. 成果

・　これからの時代に必要な豊かな自分の生き

方を追究し続ける力を育成していくために，

道徳教育の要の時間である道徳の時間を充

実・改善させるために７つの力や態度を明確

にすることができた。

・　道徳の時間における必要な力や態度を授業

の中でどのように出現・発揮させることが，

学力の３要素を高め，豊かな自分の生き方を

追究し続ける力を育成することにつながるか

を，実践を通した子どもの姿から明らかにす

ることができた。

・　学習内容設定において，指導内容に照らし

合わせた子どもの実態を加味しながら，従来

の分析方法をさらに具体化し，学習内容の発

展性を明確にしたことで，それぞれの学年間

で学ばせたい学習内容を教師側が明確にする

ことができた。

4.2. 今後の可能性

・　本シリーズで設定した道徳の時間を充実・

改善する力と発展性を明確にした学習内容か

ら，子どもたちが意欲的に学び続けられるよ

うな，同内容項目による複数時間の取り扱い

の道徳授業を創造できる。

・　小学校期及び中学校期を１サイクルと捉え，

9 年間を通じて，道徳性を育成し続ける道徳

授業の位置付けを明確にできる。

付記

　本報告は，鹿児島大学教育学部附属小学校平成

25 〜 27 年度研究紀要で発表した研究内容等に基

づき，道徳教育において研究をさらに発展させ，

その研究成果をまとめたものである。
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